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令和５年４月より「ケアプランデータ連携システム」がスタートしました。 

ケアプランデータ連携システムとは、居宅介護事業所と介護サービス事業所と

の間でやりとりされているケアプランの一部情報（予定・実績）をデータで  

送受信できるシステムです。 

 

請求が、また返戻となっている… 

給付管理票と請求、合っていないのかな？ 

福島県では、 

返戻の約半数が、 

給付管理票と介護請求明細書

の不一致が原因と 

なっています。 

FAXで届いた実績を手動 

で入力しなければ… 

請求まで気が抜けない… 

間違ったらどうしよう… 

時間が足りない… 

「ケアプランデータ連携システム」 
は、そんなお悩みを解消します！ 

することが面倒くさい… 

こんなお悩 み抱 えていませんか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.careplan-renkei-support.jp/ 

 

 

 

 

 

 

（福島県国民健康保険団体連合会 介護福祉課介護保険係 TEL024-523-2702） 

居宅と事業所間で行うサービス提供票等のやりとりが、システムで送受信できる

ので、郵送やＦＡＸの手間がなくなり経費も削減へ！ 

システムは強固なセキュリティに守られているので、サービス提供票等を安心・  

安全に送受信でき、誤送信のリスクがあるＦＡＸは不要に！ 

システムの利用により、転記ミスやサービス提供票等の共有不足が解消され、  

返戻の減少につながる！ 

居宅又は事業所から受け取ったサービス提供票のデータをそのまま介護ソフトに

取り込めるので、転記（入力）が不要になる！ 

「ケアプランデータ連携システム」 

「ケアプランデータ連携システム」 業務負担軽減につながる 

を ぜひご利用ください！ 

『ケアプランデータ連携システムヘルプサポートサイト』をご覧ください 

 

 

 

 利用するための手続きは 

どうすればいい？ 

 利用するための費用は？ システムの操作方法を教えて！ 

システムに関するご不安やご質問にお答えします 

https://www.careplan-renkei-support.jp/

